


市長挨拶 

 

 私は、市長就任以来「子育て・教育・文化を軸にした都市ブ

ランドづくり」「人と人のつながりを大切にするまち」、「選ばれ

る松戸」を目指して、子どもを含めた若い世代や子育て世代の

定住や流入の促進を図り、出産後も夢と希望を持って引き続き

松戸市で暮らしたいと思えるような、活力と魅力のあるまちづ

くりを推進してまいりました。 

 この度、平成２４年８月に制定された「子ども・子育て関連

３法」に基づく国の制度改正に対応し、また、平成１７年度から１０年間の松戸市次世代

育成支援行動計画の前期計画と後期計画を継承する計画として、子どもを妊娠してからそ

の子どもが１８歳に成長するまでの健やかな育ちと子育てを市民全体で支援する地域環境

の整備とともに、子ども・子育て支援の政策をいっそう促進するための計画として「松戸

市子ども総合計画」を策定いたしました。 

 本計画は、松戸市がこれまでに進めてまいりました子どもを中心とした人のつながりに

よる新たな地域づくりを重点として、「子ども・家庭・地域がそれぞれに力を発揮しつなが

ることで、全ての子どもが支えられ、夢と希望にあふれた子どもが活躍できる街づくり」

を実現することを基本理念としております。 

 子どもの権利が尊重され心豊かに育つことができる「子どもの力」、家庭の子育て力が向

上し安心して子育てができる「家庭の力」、地域の特色と活力を生かし子どもと家庭を支え

る「地域の力」の３つの力を支え育むことを基本目標として、子ども・子育て支援の取組

みのいっそうの促進の実現を目指してまいります。 

 おわりに、本計画の策定にあたりアンケート調査、タウンミーティングにご協力いただ

いた市民の皆様をはじめ、貴重なご意見ご提言をいただきました松戸市子ども・子育て会

議の委員の皆様ほか関係者に厚くお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

松戸市長 本郷谷 健次 

 

 



「松戸市子ども総合計画～子ども力でつながる未来～」によせて 

 

「松戸市子ども総合計画～子ども力でつながる未来～」がここ

に策定され、平成２７年度から子ども子育てにかかわる新たな施

策がスタートすることをうれしく思っております。 

計画の策定にあたりましては、松戸市子ども・子育て会議にお

いて、子育てに携わる各界の関係者及び、市民公募の方で構成さ

れた２２名の委員の方々と、平成２５年８月より活発な審議を重

ねて参りました。 

 子ども・子育て会議の中で尊重された姿勢は以下のような三点

です。一点目は、全ての子ども達の未来を考えた松戸市ならではの総合計画にしたいとい

うことです。様々な立場の松戸市の子ども達が、主体的に今現在を十分に輝いて生きるこ

とができるようにしようという思いです。それと同時に、松戸に生まれてよかった、私も

松戸で子育てしたいと思う市民に育ってもらえるような未来を見据えた計画にしていきた

いと考えました。今回の子ども・子育て支援新制度はとかく就学前の保育と教育だけに目

が向きがちですが、松戸においては次世代育成の行動計画を吸収発展した形で、就学前か

ら中高生までの切れ目のない子どもの育ちへの支援を考えていこうということにもなりま

した。二点目は、子育て中の家族が笑顔であるよう、子育て家庭の家族みんなの well-being

を考えていこうということです。家族の役割を親が負担なく担っていくためには、何をど

のように充足していくことが必要なのかを考えあいました。三点目は、市民として私たち

自身が子どもの未来のために何ができるかということです。子どもの未来を語るときに子

どもとその家族を取り巻く地域社会の在り方が問題となります。松戸市民として子育てし

やすい街づくりのために何ができるか常に考えていこうという姿勢です。以上の、三点を

共通理解したうえで基本理念と基本目標が策定されました。 

 いよいよこれから計画が実行されていきます。行政の力強い推進力を核に市民の方々の

参画により地域の活性化を図りながら実践していくものです。計画は常に見直さなければ

なりません。計画の評価と推進体制を有効に機能させ、今後、松戸の行政と様々な立場の

市民の皆様とがつながり支えあいながら、子どもの力でつながる未来に向けて、計画が遂

行できることを願っております。 

 

 

松戸市子ども・子育て会議 会長 

聖徳大学 心理・福祉学部社会福祉学科教授 西 智子 



子ども・子育て会議委員からのメッセージ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～子ども力でつながる未来～ 

「松戸市子ども総合計画」によせて 

子どもは社会の宝で

あり、松戸の子として

宝として、「いつもあ

りがとう」という気持

で支援したい。 

親 の 学 び の

場の提供や、

「 子 ど も と

と も に 親 と

し て 成 長 す

る楽しさ」な

ど を 伝 え た

い。 

小さい頃から異

文化理解や交流

が深められるよ

う、国際交流を

推進したい。 

小中高校生が豊

富な体験を通し

て、「松戸はいい

な」と思っても

らえるような活

動をしたい。
中高生を地域のボランテ

ィアとして巻き込む仕組

みづくりを進めたい。 
妊娠中の親から子ども

まで、検診等を利用し、

口の中の健康づくりの

普及に努めたい。 

利用者の視点に立

ち、生活圏を意識し

た子育て情報を発信

したい。 

相談の場の充実と支援

者の質の向上に努めた

い。 

地域の人に見守

られ、子どもた

ち同士が助け合

いながら活動、

体験できる機会

を 大 切 に し た

い。 

子育ての問題は

地域の問題とし

てとらえ、地域

全体で子どもを

育てる気運づく

りを進めたい。 
子どもと向き合う大人、支援者の

育成を大切にしたい。 

色々な団体と連携し、子どもを見る目、

子どもに向ける目を育てていきたい。

施設が地域に出

向くことや地域

の方々を招くこ

とを通して交流

を深め、地域の理

解者、子育てへの

関心を高めてい

きたい。 

児童館の役割

や機能の充実

を。 

「子育ては楽しいな、松戸で小中学校に通

わせてよかったな」と思えるような活動を

したい。 

学校教育として、地

域と連携し、学びの

場や子どもの知恵

を育む体験の場の

充実を図り、また、

支援の必要な子ど

もを学校以外でも

サポートできるよ

うな連携協力を行

いたい。 

妊娠中から子育て中の親子と触

れ合える機会を進めたい。 

大人が輝き、笑

顔であり、松戸

を好きと言える

ような街に。 
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第１章 計画策定の趣旨 

 

第１節 策定の背景と趣旨 

 

急速な少子化の進展、女性の社会進出、家族・地域をめぐる環境の変化による子育て

の孤立感や負担感の増加、雇用環境の変化、保育所待機児童の問題など、子どもを取り

巻く環境は著しく変化しています。この環境の変化に対応するため、国では、全ての子

どもに良質な成育環境を保障し、子ども・子育て家庭を社会全体で支援することを目的

とし、平成２４年８月に、「子ども・子育て関連３法」が制定されました。 

＜具体的な取組み＞ 

①保育の場を増やし、待機児童を減らし、子育てしやすい働きやすい社会を目指します。 

②幼稚園と保育所（園）のよいところをひとつにした認定こども園の普及を図ります。 

③幼児期の学校教育や保育、地域のさまざまな子育て支援の「量の拡充」や「質の向 

上」を進めます。 

 

また、次世代育成支援対策推進法が改正され、法律の有効期限を１０年間延長するこ

とになり、職場や地域における子育てしやすい環境の整備に向け、事業主の取組み支援

の充実が図られることになりました。 

 

松戸市では、平成１５年７月「次世代育成支援対策推進法」の制定により、平成１７

年度を初年度とし、平成１７年～２１年次世代育成支援行動計画（前期計画）、平成２２

～２６年次世代育成支援行動計画（後期計画）を策定し、次世代を担う子どもの育成を

支援するためのさまざまな事業を展開してきました。しかし、子どもやその家族を取り

巻く環境は厳しさを増し、核家族化の進行や近隣関係の希薄化、兄弟姉妹の減少などに

よって乳幼児とのふれあいの経験がないまま親となる人が増加するなど、家庭や地域に

おける子育ての力の低下が続いている現状があります。 

 

今回作成する松戸市の「子ども総合計画」は、子ども・子育て支援の取組みを一層促

進するために策定するもので、次世代育成支援行動計画（後期計画）を継承し、妊娠か

ら１８歳までの子どもの健やかな育ちと子育てを市民全体で支援する環境を整備すると

ともに、市民のニーズに応えていくための体制づくりを目指します。 
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第２節 計画の位置づけ 

 

【計画期間】 

  本計画は、平成２７（2015）年度を初年度とし、平成３１（2019）年度までの５年間

を計画期間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画の対象】 

  この計画は、おおむね１８歳未満のすべての子どもとその家庭を対象としています。 

  ただし、地域社会全体で子どもと子育て家庭を支援するという視点から全ての市民を

その対象として捉え、総合的な計画として策定します。 

  

【他の計画との関係】 

松戸市総合計画

松戸市子ども

総合計画

子ども・子育て支援事業計画

次世代育成支援行動計画

ひとり親家庭の自立支援計画

第２次松戸市地域福祉計画

その他の行政計画など
（食育・健康・高齢者・まちづくり・住宅・男女共

同参画等）

分野別計画

千

葉

県

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

事

業

計

画

連携

松戸市障害福祉計画

松戸市母子保健事業計画

松戸市社会教育計画

施策連携

 

 この計画は、「松戸市総合計画」の分野別計画として位置づけ、保健・福祉・教育等に

関する計画などと整合を図った計画とします。 

H２６ H２７ H２８ H２９ H３０ H３１ H３２

松戸市総合計画

第５次実施計画

松戸市総合計画

第６次実施計画

松戸市子ども総合計画
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第２章 子どもを取り巻く環境の変化 

 

第１節 松戸市の位置と人口 

 

○松戸市の位置 

 

松戸市は、千葉県北西部に位置し、北側

は柏市と流山市に、南側は市川市に、東側

は鎌ヶ谷市に、西側は江戸川を挟んで東京

都葛飾区と埼玉県三郷市に隣接しています。 

 

 

 

 

 

○松戸市の人口 

 

松戸市の人口は、平成 26 年４月１日現在で 480,350 人となっています。昭和

30 年代から 40 年代にかけて大きく増加し、平成元年に 45 万人を超えました。

その後、48 万人を越えましたがわずかながら減少傾向にあります。 

年齢別の人口は、高齢者人口の大幅な増加と年少人口や生産年齢人口の減少

する傾向となり、少子高齢化が加速しています。 

 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H26 H31

高齢者人口

生産年齢人口

年少人口

【年齢別人口推計】 
(人) 

S45～H22：国政調査より

H26：住民基本台帳より 

H31：推計 
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0 10,000 20,000 30,000 40,000

0～4歳
10～14歳
20～24歳
30～34歳
40～44歳
50～54歳
60～64歳
70～74歳
80～84歳
90～94歳

100歳以上

昭和45年

0 10,000 20,000 30,000 40,000

0～4歳
10～14歳
20～24歳
30～34歳
40～44歳
50～54歳
60～64歳
70～74歳
80～84歳
90～94歳

100歳以上
平成26年

0 10,000 20,000 30,000 40,000

0～4歳
10～14歳
20～24歳
30～34歳
40～44歳
50～54歳
60～64歳
70～74歳
80～84歳
90～94歳

100歳以上

平成31年（推計）

【年齢別人口構成】 

(人) 

(人) 

(人) 
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○出生数の推移と就学前児童の教育・保育施設利用の状況 

 

 出生数の推移は平成 21 年から減少傾向にありましたが、25 年は若干増加しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○合計特殊出生率の推移 

 

 松戸市の合計特殊出生率は、平成 8 年の 1.37 から低下傾向にあり、平成 1６

年には 1.15 まで低下しましたが、その後は回復傾向となり平成 25 年には 1.36

となっています。 

【出生数の推移】  

1.15

1.18

1.24

1.2

1.29 1.29

1.33

1.36

1.3

1.36

1.1

1.15

1.2

1.25

1.3

1.35

1.4

1.45

H16年H17年H18年H19年H20年H21年H22年H23年H24年H25年

全国

千葉県

松戸市

千葉市

市川市

船橋市

柏市

【合計特殊出生率の推移】

(人)
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第２節 松戸市の現状 

 

○事業実施の施設  

 

松戸市次世代育成支援行動計画の推進により、10 年間で多くの子育て支援事

業実施施設が整備されました。なお、実施施設の設置されていない地域もあり

ます。  

 

 

 

 

 

 

※地域  

 市内全体を松戸(中央)・小金・常盤平の３つの保健福祉センターの担当地

域として施設の分布を掲載します。  
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地域子育て支援拠点施設　
H27年3月現在

地域
おやこＤＥ広場・
子育て支援センター
ゆうまつど
南花島
北松戸
松戸
野菊野
にこにこキッズ
チェリッシュ(センター）

東松戸
あおば(センター）
北小金
小金原
根木内
旭町
新松戸
馬橋
ふれあい22
常盤平
子すずめ(センター）
ＣＭＳ(センター）

松戸

小金

常盤平

乳幼児一時預かり実施施設
H27年3月現在

地域 実施施設
東松戸保育園
グローバリーキッズ
松戸ミドリ保育園
佑和保育園
保育園きぼうのたから
梨の花保育園
E-こどもの森・ほっとるーむ東松戸
E-こどもの森・ほっとるーむ松戸
新松戸南部保育所
けやきの森保育園
東進ポップキッズ
E-こどもの森・ほっとるーむ新松戸
晴香園
牧の原保育所

こうぜん保育園

金ヶ作保育園

はなみずき保育園

松戸

小金

常盤平
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教育・保育施設一覧　　 平成27年3月現在

施設類型 松戸地域 小金地域 常盤平地域

1 つぼみ保育園 1 いわさき保育園 1 子すずめ保育園

2 松戸南保育園 2 けやきの森保育園 2 金ケ作保育園

3 小羊保育園 3 松戸ひばり保育園 3 三空保育園

4 梨香台保育所　 4 馬橋保育園 4 ときわ平保育園

5 第一平和保育園 5 馬橋西保育所 5 はなみずき保育園

6 第二平和保育園 6 小金北保育所 6 牧の原保育所

7 保育園きぼうのたから 7 北小金グレース保育園 7 松飛台保育所

8 野菊野保育園 8 小金保育園 8 六実保育所

9 二十世紀ケ丘保育所 9 さくら保育園 9 六高台保育園

10 松ケ丘保育所 10 若芝保育園 10 こうぜん保育園

11 松戸ミドリ保育園 11 小金原保育所

12 上本郷保育園 12 コアラ保育所

13 北松戸保育所 13 貝の花保育園

14 東松戸保育園 14 新松戸ベビーホーム

15 グローバリーキッズ 15 新松戸中央保育所

16 梨の花保育園 16 新松戸南部保育所

17 佑和保育園 17 新松戸北保育所

18 稔台保育園 18 東進ポップキッズ

19 八景台保育園 19 小金西グレース保育園

20 八柱保育所

21 さわらび保育園　

22 さわらびドリーム保育園　

23 古ケ崎保育所

24 古ケ崎第二保育所

25 こすもす保育園

26 音のゆりかご保育園

ケヤキッズベビールーム 新松戸幼稚園おひさまルーム 金ヶ作保育園なのはなルーム

（連携：保育園きぼうのたから） （連携：新松戸幼稚園） （連携：金ヶ作保育園）

八景台保育園たんぽぽルーム

（連携：八景台保育園）

認定こども園 1 松戸認定子ども園（栴檀幼稚園）

1 聖ミカエル幼稚園 1 清風幼稚園 1 常盤平幼稚園

2 矢切幼稚園 2 東漸寺幼稚園 2 ひので幼稚園

3 みやこ幼稚園 3 中和倉幼稚園 3 高木幼稚園

4 北部幼稚園 4 二三ケ丘幼稚園 4 あさひ幼稚園

5 高塚わかば幼稚園 5 大勝院幼稚園 5 むつみ幼稚園

6 聖徳大学附属幼稚園 6 いわさき幼稚園 6 さつき幼稚園

7 松戸みどり幼稚園 7 八照幼稚園 7 千駄堀栴檀幼稚園

8 松戸いずみ幼稚園 8 みやおか幼稚園 8 八柱幼稚園

9 北松戸さつき幼稚園 9 聖徳附属第二幼稚園 9 牧の原栴檀幼稚園

10 本源寺幼稚園 10 新松戸幼稚園 10 金ケ作幼稚園

11 さかえ幼稚園 11 第二かきのき幼稚園 11 北丘幼稚園

12 まるやま幼稚園 12 いわさき第二幼稚園

13 明和幼稚園

14 高塚幼稚園

15 かきのき幼稚園

16 専修大学松戸幼稚園

1 1

幼稚園

保育所

小規模保育事
業実施園

1

2
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○幼稚園・保育所の在園状況と放課後児童クラブの利用状況 

 

 就学前の 3～5 歳児は、62％が幼稚園に、また、28％が保育所（園）に在園し

ていますが、幼稚園在園児童数は減少、保育所（園）入所児童数は増加傾向に

あります。 

 また、放課後児童クラブの利用児童について、高学年については 3％前後で推

移していますが、低学年は増加傾向にあり、平成 26 年は 20．1％となっていま

す。 

 

 

 

 

自宅等

80%

保育所

(園)
20%

幼稚園

0%

【0～2歳】

【幼稚園・保育所（園）の

在園状況(H26 年)】 

【保育所(園)の入所児童数

と幼稚園の在園児数】  

【放課後児童クラブ需要の推移】

(人)

(人) 

毎年 5 月 1 日現在  

保育所 (園 )入所児童：毎年 4 月 1 日現在  

幼稚園在園児：毎年 5 月 1 日現在  

自宅等

10%

保育所

(園)
28%

幼稚園

62%

【3～5歳】
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第３節 松戸市次世代育成支援行動計画（後期計画）の達成状況 

 
 平成２２年度から平成２６年度までの松戸市次世代育成支援行動計画（後期計画）の

期間に実施及び推進された施策や事業、及び、平成２４年５月３０日に松戸市次世代育

成支援行動計画推進委員会から、松戸市長に提出された「魅力ある子育てタウン創造に

むけた提言」に基づいて、次のとおり事業を推進しました。 

 

 

 【松戸市次世代育成支援行動計画（後期計画）の推進】 

 基本目標Ⅰ  子どもにとって安らげる家庭・家族であること 

  ○子育てホームページ事業（まつど子育て応援サイト「まつどあ」の運営） 

  ○父親のための情報提供事業（パパ手帳を配布） 

  ○親力向上セミナー（乳幼児の親への子育て講座、パパを楽しもう講座） 

  ○中高生と赤ちゃんのふれあい体験事業（高校３校、中学１校で実施） 

  ○保育事業の充実（延長保育実施の拡大、新設保育所整備など）    

 基本目標Ⅱ  子どもから広がる地域づくり 

  ○地域放課後児童支援事業（放課後ＫＩＤＳルームを７小学校で実施） 

  ○まつドリーム事業（商業施設との連携事業として割引などを実施） 

  ○子育てコーディネーター事業（総合的な相談支援体制の整備） 

  ○子育てスタッフ養成講座と子育て人材バンク制度 

 基本目標Ⅲ  全ての子どもが自分らしい夢を持てるようになる 

  ○子どもフォーラム事業（松戸の施策について市長に意見発表） 

  ○若者塾（ゲットユアドリーム）事業 

 基本目標Ⅳ  全ての子どもが健やかに成長する 

  ○こども発達センターの地域支援体制の充実（障害児相談支援事業所の指定） 

 

 

 

 【魅力ある子育てタウン創造に向けた提言による推進事業】 

 提言１ 子どもたちと地域のつながり  

  ・聖徳大学、伊勢丹松戸店の共催による「まつどおしごとデパート」の開催 

  ・松戸駅に総合子育て支援施設整備（文化ホールにおやこＤＥ広場を開設） 

  ・聖徳大学との事業連携 

 提言２ 子どもと子育て世代の魅力づくり 

  ・２１世紀の森と広場の活用事業（子どもの意見による森のこども館事業の実施） 

 提言３ 子どもを中心とした市の組織改革 

  ・子ども部の設置による妊娠から１８歳までの支援を連携して政策形成 
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第４節 子どもや保護者の意向 

（平成 25 年度に実施した松戸市子ども・子育て支援に関するアンケート調査の 

 結果より）  

 

１ 調査の目的 

「子ども・子育て支援法」に基づく、市町村子ども・子育て支援事業計画

（計画期間 5 年）として、次世代育成支援行動計画を継ぐ子ども・子育ての

総合的な計画を策定するにあたり、市民を対象に特定教育・保育施設等及び

地域子ども・子育て支援事業の利用に関する意向を把握し、計画立案の基礎

資料とするために実施しました。 

２ 調査の種類と内容 

調査名 主な設問内容 

1.未就学児童保護

者調査 

①子どもと家族の状況 

②保護者の就労状況と今後の意向 

③教育・保育サービスの利用状況・利用意向 

④子育ての状況 

⑤国や自治体に望む子ども子育て支援政策 

2.小学生の保護者 

調査 

①子どもと家族の状況 

②保護者の就労状況と今後の意向 

③放課後児童クラブ（学童保育）とその他のサービスの

利用状況・利用意向 

④子育てに関する考え 

⑤国や自治体に望む子ども子育て支援政策 

〔児童・生徒調査〕 

 

3.小学５年生 

4.中学２年生 

5.高校２年生 

 

①保護者との会話時間、家事などの手伝い頻度  

②放課後の過ごし方 

③自己評価 

④地域活動への参加状況  

⑤将来のこと  

⑥松戸市に期待するサービスや事業  

6.一般市民調査 

①少子化について 

②地域の子育て支援について 

③虐待について 
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３  調査方法と回収結果 

≪調査実施期間≫  平成 25 年 9 月 21 日～10 月 11 日 

調査名 対象者 調査方法 
対象者数
(標本数) 

回収数 
(回収率)

1.未就学児童保護

者調査 

・平成 19 年４月２

日以降に生まれ

た、０歳～６歳ま

での児童の保護

者  

・平成 25 年 9 月 4

日現在の住民基

本台帳から対象

児童を無作為抽

出し、保護者宛に

調査を依頼。  

・郵送による配布 

回収。 

2,000 人 
1,251 

(62.6％ ) 

2.小学生の保護者

調査 

・小学１年生から小

学６年生までの

児童の保護者  
 

・平成 25 年 9 月 4

日現在の住民基

本台帳から対象

児童を無作為抽

出し、保護者宛に

調査を依頼。  

・郵送による配付、

回収。 

1,000 人 
666 

(66.6％ ) 

〔児童調査〕 

3.小学５年生 

・市内小学校 (４校 )

の小学５年生  

・平成 25 年 9 月 4

日現在の対象児

童に対し、学校

(対象校 )を通じ

て、調査票を配

布、回収。 

543 人 
535 

(98.5％ ) 

4.中学２年生 
・市内中学校 (２校 )

の中学２年生  
532 人 

512 

(96.4％ ) 

5.高校２年生 
・市内高校 (２校 )の

高校２年生 
500 人 

457 

(91.4％ ) 

6.一般市民 

・平成 25 年 9 月 4

日現在で満 20 歳

以上の松戸市民 

・平成 25 年 9 月 4

日現在の住民基

本台帳から対象

者を無作為抽出。 

・郵送による配付、

回収。 

1,000 人 
538 

(53.8％ ) 
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○未就学児保護者の就労状況と今後の希望 

 

 現状では、０歳児 37.6％、１～２歳児 44.4％、３～５歳児 46.3%の保護者（母）

が就労していますが、今後の希望では、０歳児 41.2％、１～２歳児 54.9％、３

～５歳児 52.9%の保護者（母）が就労を希望しています。  

 現在就労していない保護者の就労希望としては、すぐにでも、もしくは 1 年以

内に就労希望がある人が、父親で 70.6％、母親で 16.4％となっております。就

労を考えている母親のうち 84．5％がパートタイムやアルバイトなどの就労形態

を希望しています。 

 

         【未就学保護者の就労状況と今後の希望】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状 

今後の希望 

（有効回答数 1,251 人）  

（有効回答数 1,186 人）  
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フ

ル

タ
イ

ム
（

１

週

５

日

程

度
・

１

日

８

時

間

程

度

の
就

労
）

パ
ー

ト
タ

イ

ム
、

ア

ル

バ

イ

ト

無

回

答

ｎ　

父親（ 14）

母親（496）

その他（ - ）

78.6 

11.7 

7.1 

84.5 

14.3 

3.8 

【現在就労していない保護者の就労希望】 

 

 

 

            

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１年より先、すぐにでも就労したい保護者の希望する就労形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子
育
て
家
事
な
ど
に

専
念

１
年
よ
り
先
、

一
番

下
の
子
が
〇
〇
歳
に

な
っ

た
ら

す
ぐ
に
で
も
、

も
し

く
は
１
年
以
内

無
回
答

ｎ　

父親（ 17）

母親（685）

その他（ 10）

11.8 

4.8 

80.0 

70.6 

16.4 

11.8 

56.1 

5.9 

22.8 

20.0 
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○未就学児の利用施設の現状と今後の希望 

 

施設の利用としては、認可保育所や幼稚園、認定こども園への利用を希望す

る保護者が多い状況です。  

 

【未就学児の利用施設の現状と希望】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○おやこＤＥ広場・子育て支援センターの利用と希望 

 

 ０～３歳児の保護者の４９．５%がおやこＤＥ広場や子育て支援センターを利用したこと

があります。さらに、１０．２％の利用希望があります。 

 

 

地域
広場・支援

センター（か所）
0歳～3歳人口

（人）
0歳～3歳利用率

（％）
利用ニーズ

伸び率（％）

松戸 9 6,996 52.8 10.6

小金 6 5,177 47.8 8.6

常盤平 4 3,647 47.9 11.3

計 19 15,820 49.5 10.2

現状  

今後の希望 
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○子育ての支援と子育ての気持ちについて 
 

 普段子どもを見てもらえる親族や知人がいると回答した人は、８０％を超えています。 

また、子育ての相談をする相手がいると回答した人は、９０％を超えており、その相談

相手としては、祖父母や友人、知人、幼稚園・保育所などです。 

 

子育て中の保護者の気持ちとしては、「子どもといると毎日楽しい」「子育てをすること

で自分も成長している」と感じている人が多く、一方で、子育てに不安や悩みを感じてい

る人が増加しています。 

 

  【子どもを見てもらえる親族・知人】    【気軽に相談できる相手の有無】  

 

 

 

【子育てに関して気軽に相談できる相手】 



19 
 

子どもがいると毎日楽しい

子育てをすることで自分も成長している

子育てが自分の生きがいになっている

子育てについて不安になったり

悩むことがある

生活や気持ちにゆとりがないので、

子育てにいらだつことがある

子どもを虐待しているのではないかと

思うことがある

子育てから開放されたいと思うことがある

その他

無回答

73.6 

70.1 

34.6 

64.1 

39.6 

7.4 

25.4 

4.7 

0.2 

72.9 

72.5 

36.6 

54.0 

36.6 

7.0 

30.4 

3.9 

0.2 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

平成25年調査（ｎ＝1251） 平成21年調査（ｎ＝483）

子どもがいると毎日楽しい

子育てをすることで自分も成長している

子育てが自分の生きがいになっている

子育てについて不安になったり

悩むことがある

生活や気持ちにゆとりがないので、

子育てにいらだつことがある

子どもを虐待しているのではないかと

思うことがある

子育てから開放されたいと思うことがある

その他

無回答

70.6 

70.0 

34.8 

64.1 

37.8 

7.7 

24.9 

3.9 

1.1 

68.2 

82.3 

39.5 

59.8 

31.4 

5.5 

23.9 

2.5 

0.2 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

平成25年調査（ｎ＝666） 平成21年調査（ｎ＝440）

【未就学児保護者の子育ての気持ち】  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【小学生保護者の子育ての気持ち】  
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いつでも必要な時に受診できるように小児医療のサービス体制を確立すること

小児医療への医療費助成制度の拡充を図ること

妊娠中の悩みや、育児や教育などについて気軽に相談できる、電話、面談、

メール相談などを充実させること

乳幼児を連れて気軽に集いその場で育児相談などが出来る施設（おやこＤＥ広場、

子育て支援センター）を増やすこと

一時預かり、ファミリーサポートなどの子どもを預けられる事業を充実すること

乳幼児がいても学んだり地域活動が出来るようにすること

乳幼児がいても街を歩きやすくするような都市基盤の整備を進めること

子育て中の家庭が優先入居できる公営の賃貸住宅を確保すること

児童手当や税制度の扶養控除額の増額、保育料の軽減など経済的支援策を充実すること

子どもが気軽に集い、遊びやスポーツなどができる体育施設や広場を増やすこと

子ども達が安心して外で遊んだり通学したり出来るようにすること

子ども達が地域の祭りや行事に参加する機会を増やすこと

初めて自分の子どもをもつ前に赤ちゃんと触れ合える機会を持つなど体験を増やすこと

児童虐待、いじめ、不登校などの予防、緊急避難などの子どもを守る対策を進めること

子どもたちが、学ぶ力や社会参加に必要な力を身につけることなどの学習支援を行うこと

いろいろな仕事や職業について地域の大人に教えてもらえる機会をつくること

認可保育所を整備するとともに、延長、休日等の事業の充実をすること

早朝から夕方まで必要な時に誰でも利用できる認定こども園をつくること（保護者の就労の有無に関わらず

保育・学校教育を行う児童通園施設）

認可外保育施設への補助等を充実すること

小学校の放課後などに生活の場を提供する放課後児童クラブの施設を充実すること

短時間雇用やフレックスタイムなどの柔軟な雇用制度の普及を事業所に働きかけること

産休や育児休業などが取りやすくなるよう事業所に働きかけること

その他

特にない

無回答

31.0 

17.3 

1.7 

5.4 

11.1 

2.9 

13.4 

3.8 

51.6 

19.5 

21.3 

2.0 

0.2 

9.7 

7.9 

2.1 

15.1 

15.0 

3.0 

10.8 

13.7 

3.2 

1.8 

0.0 

10.0 

42.9 

22.2 

2.5 

14.1 

-

11.2 

14.5 

3.3 

42.9 

16.6 

-

-

-

18.2 

-

-

22.8 

19.0 

-

16.1 

22.8 

5.0 

4.6 

0.0 

2.3 

0％ 20％ 40％ 60％

平成25年調査（ｎ＝1251） 平成21年調査（ｎ＝483）

※ －は未調査の項目  

○子育て中の保護者が国や自治体に期待すること 
 
 未就学児保護者、小学生保護者が最も期待することは、経済的支援策の充実となっ
ています。続いて、未就学児保護者では小児医療体制の確立、小学生保護者では子
どもたちが安心して遊んだり通学したりできるようにすることとなっています。 
 
 

【未就学児保護者が国や自治体に希望する政策】  
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いつでも必要な時に受診できるように小児医療のサービス体制を確立すること

小児医療への医療費助成制度の拡充を図ること

妊娠中の悩みや、育児や教育などについて気軽に相談できる、電話、面談、

メール相談などを充実させること

乳幼児を連れて気軽に集いその場で育児相談などが出来る施設（おやこＤＥ広場、

子育て支援センター）を増やすこと

一時預かり、ファミリーサポートなどの子どもを預けられる事業を充実すること

乳幼児がいても学んだり地域活動が出来るようにすること

乳幼児がいても街を歩きやすくするような都市基盤の整備を進めること

子育て中の家庭が優先入居できる公営の賃貸住宅を確保すること

児童手当や税制度の扶養控除額の増額、保育料の軽減など経済的支援策を充実すること

子どもが気軽に集い、遊びやスポーツなどができる体育施設や広場を増やすこと

子ども達が安心して外で遊んだり通学したり出来るようにすること

子ども達が地域の祭りや行事に参加する機会を増やすこと

初めて自分の子どもをもつ前に赤ちゃんと触れ合える機会を持つなど体験を増やすこと

児童虐待、いじめ、不登校などの予防、緊急避難などの子どもを守る対策を進めること

子どもたちが、学ぶ力や社会参加に必要な力を身につけることなどの学習支援を行うこと

いろいろな仕事や職業について地域の大人に教えてもらえる機会をつくること

認可保育所を整備するとともに、延長、休日等の事業の充実をすること

早朝から夕方まで必要な時に誰でも利用できる認定こども園をつくること（保護者の就労の有無に関わらず

保育・学校教育を行う児童通園施設）

認可外保育施設への補助等を充実すること

小学校の放課後などに生活の場を提供する放課後児童クラブの施設を充実すること

短時間雇用やフレックスタイムなどの柔軟な雇用制度の普及を事業所に働きかけること

産休や育児休業などが取りやすくなるよう事業所に働きかけること

その他

特にない

無回答

25.4 

31.2 

0.6 

2.4 

6.8 

1.2 

5.0 

2.7 

49.8 

30.5 

33.6 

2.0 

0.8 

9.3 

23.0 

6.6 

4.1 

8.0 

0.9 

8.1 

11.6 

2.4 

1.8 

0.2 

7.1 

47.0 

22.0 

3.6 

7.0 

-

10.9 

1.8 

3.6 

40.2 

9.3 

-

-

-

22.7 

-

-

13.0 

6.6 

-

11.8 

18.9 

3.0 

1.4 

-

2.3 

0％ 20％ 40％ 60％

平成25年調査（ｎ＝666） 平成21年調査（ｎ＝440）

※ －は未調査の項目  

【小学生保護者が国や自治体に希望する政策】  
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※ －は未調査の項目  

自宅（自分の部屋など）

友達や先輩の家

親戚の家( 祖父母やおじさん・

おばさんの家など）

異性の友達の家

学校

児童館や青少年会館などの子どもの施設

図書館

子どもの遊び場や公園

習い事教室

学習塾

コンビニの前などの路上

ゲームセンター

放課後児童クラブ

ファーストフード店やファミリー
レストランなどの飲食店

その他

落ち着き安心できる場所はない

無回答

63.9 

2.2 

3.4 

-

3.9 

0.0 

2.6 

1.3 

1.3 

1.1 

0.4 

1.3 

0.2 

-

2.1 

2.8 

13.5 

65.4 

1.4 

2.3 

-

4.3 

0.0 

0.6 

1.0 

0.2 

1.0 

0.4 

0.2 

-

-

3.7 

1.8 

17.8 

73.3 

1.5 

0.7 

0.2 

2.2 

0.2 

0.2 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

-

0.2 

4.6 

2.4 

13.8 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

小学５年生（ｎ＝535） 中学２年生（ｎ＝512） 高校２年生（ｎ＝457）

○子どもの気持ちが落ち着き安心できる場所と子どもが期待する事業や取組み 

 

 子どもが一番安心できる場所は自宅（自分の部屋）となっていますが、同時に、子ども

は、自由に安心して過ごすことができる施設や遊べる環境整備を求めています。 
 
 

【子どもの気持ちが落ち着き安心できる場所】  
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自然の中で遊べる場所があること

山登りや川くだりなどの自然の体験ができる機会を増やすこと

友だちと食べたりおしゃべりをしたり、カード遊び、勉強、

読書、楽器の演奏など、自由にすごせる施設をつくること

野球やサッカーなどの練習ができる場所や、バスケットや

卓球などができる体育館を増やすこと

ダンスや工作、料理づくりなどを体験できる機会を増やすこと

バンド活動、ダンス、絵画、書道などの子どもたちの活動が

発表できる場所があること

学校以外の場所で、学ぶ力や社会参加に必要な力をつけること

などの学習支援を行うこと

大学、博物館、美術館などが見学できる機会を増やすこと

何かを知りたいときや学びたいときに、気軽にアドバイス

してくれる相談室やメール相談があること

子ども会などの地域の行事を増やすこと

ボランティア活動やグループ活動の情報や活動場所を

提供すること

参加できる地域の祭りを増やすこと

安心して外で遊んだり、通学したりすることが

できるようにすること

他の学校や他の地域の子どもたちとの交流の機会が

増えること

悩んだり困ったりしたときに、気軽に相談にのってくれる

相談室やメール相談を充実させること

赤ちゃんや小さなこどもたちとふれあう機会を増やすこと

その他

特にない

無回答

42.2 

25.4 

39.4 

30.1 

13.6 

7.5 

1.9 

15.5 

3.0 

3.7 

0.4 

14.8 

22.4 

3.0 

2.2 

14.6 

3.2 

2.1 

11.0 

32.8 

13.7 

39.3 

37.1 

9.0 

8.4 

4.7 

8.4 

5.3 

1.6 

2.7 

16.2 

20.3 

4.3 

2.5 

10.5 

4.1 

7.2 

8.8 

29.8 

12.5 

32.2 

30.2 

7.9 

13.6 

3.5 

9.2 

2.6 

1.1 

4.2 

9.8 

24.3 

6.6 

1.1 

11.8 

3.7 

9.8 

8.8 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

小学５年生（ｎ＝535） 中学２年生（ｎ＝512） 高校２年生（ｎ＝457）

【子どもが行政に期待する施策】  
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やさしいか

協調性があるか

誠実か

責任感があるか

勇気があるか

自分なりの考えをもっているか

一人でも何かを決めることができるか

50.0 

73.3 

34.7 

63.2 

51.7 

64.1 

53.9 

52.3 

71.2 

40.6 

65.0 

47.1 

62.2 

59.6 

39.4 

67.0 

29.3 

60.6 

38.8 

55.6 

50.9 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

平成25年（ｎ＝535） 平成21年（ｎ＝484） 平成16年（ｎ＝495）

やさしいか

協調性があるか

誠実か

責任感があるか

勇気があるか

自分なりの考えをもっているか

一人でも何かを決めることができるか

41.2 

36.3 

29.3 

36.5 

28.5 

55.3 

48.2 

35.9 

32.3 

23.2 

33.3 

28.0 

57.2 

43.1 

33.2 

35.5 

27.0 

35.7 

24.6 

54.3 

47.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

平成25年（ｎ＝512） 平成21年（ｎ＝468） 平成16年（ｎ＝456）

やさしいか

協調性があるか

誠実か

責任感があるか

勇気があるか

自分なりの考えをもっているか

一人でも何かを決めることができるか

41.4 

42.7 

30.0 

36.5 

23.2 

56.5 

47.3 

42.5 

40.6 

33.9 

46.4 

28.3 

61.7 

51.7 

36.4 

42.4 

30.5 

41.1 

22.8 

55.2 

41.9 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

平成25年（ｎ＝457） 平成21年（ｎ＝431） 平成16年（ｎ＝453）

○子どもの自己評価と悩みがあるときの相談相手  
 
 子どもの自己評価は、平成 16 年と平成 25 年を比較すると、ほとんどが上回っていま
す。悩みがあるときの相談相手は、母親などの家族と友達・同級生が多くなっています。 
 

【子どもの自己評価（小学校５年生）】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

【子どもの自己評価（中学校２年生）】  
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

【子どもの自己評価（高校２年生）】  
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母親

父親

親以外の家族（兄弟姉妹、祖父母など）

友だち

学校の同級生

異性の友達

同級生以外の友達

先輩

学校の先生（養護教論の先生を含む）

児童館や放課後児童クラブ、放課後
ＫＩＤS ルームの先生

学習塾や習い事の先生

親戚や近所の大人の人

インターネット上の友達や他の
学校の友だち

電話やインターネットの
相談コーナー

医師

スクールカウンセラー

その他

相談できる人がいない

無回答

74.6 

43.4 

26.4 

57.2 

-

-

-

-

19.3 

2.4 

7.5 

3.6 

2.1 

0.4 

1.3 

0.4 

7.5 

6.2 

1.1 

58.2 

23.6 

16.2 

-

76.0 

11.3 

7.0 

22.5 

12.1 

-

12.1 

1.6 

9.2 

0.6 

0.8 

1.8 

4.7 

3.5 

1.8 

60.2 

21.9 

16.6 

-

83.2 

22.1 

11.6 

21.9 

10.7 

-

4.8 

1.1 

7.4 

0.0 

0.4 

0.4 

4.6 

2.4 

0.2 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小学５年生（ｎ＝535） 中学２年生（ｎ＝512） 高校２年生（ｎ＝457）

【子どもが悩みがある時の相談相手】  
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そ
う
思
う

ま
あ
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

無
回
答

ｎ　

全　体（538）

あ　る（256）

いいえ（237）

45.4 

53.5 

38.0 

40.9 

38.3 

44.3 

8.9 

6.3 

11.4 

2.4 

0.8 

4.6 

2.4 

1.2 

1.7 

　　　　ｎ＝488　

年金など社会保障制度維持が困難になったり、

若い人の負担が増える

若い労働力が少なくなり経済活動が停滞してしまう

人口が減少し、地域の活気や活力がなくなってしまう

子ども同士が遊んだり、触れ合うことが少なくなり、

社会性・強調性が育ちにくくなる

子どものことについて、親が過保護になる

学歴偏重主義が進み、逆に受験戦争が激化する

特に大きな心配はないと思う

わからない

その他

無回答

85.7 

73.8 

60.5 

31.4 

18.0 

3.9 

0.0 

0.8 

0.8 

0.2 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

○一般市民の子ども・子育て支援に対する意見 

 

 一般市民は、少子化により、若い世代の負担増、労働力や地域力の低下などの影響

があると感じており、また、地域で子育て支援に取組むことの必要性を感じている方が多

く見られます。 

 

【子育て支援を地域で取り組むことの必要性 (子どもにふれあう機会の有無別 )】 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

【少子化問題が社会に与える影響について】  
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第３章 計画の基本的な考え方 
 

第１節 基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第２節 基本目標 

 
 基本理念を具体化し、めざす方向を示すものとして、次のとおり３つの目標を掲げます。 

 

<Ⅰ>子どもの権利が尊重され、心豊かに育つことができる 

【 子どもの力 】 

                                           
子どもは、生まれながらにしてさまざまな固有の権利を有し、かけがえのない存在であ

り、社会の希望、すなわち「未来の力」となります。子どもの権利が尊重され、すべての

子どもが社会に見守られながら、自立した大人へと成長できるよう、子どもが本来もって

いる育つ力を最大限に生かし、子どもが主役となる街「まつど」を目指します。 

 

 

<Ⅱ>家庭の子育て力が向上し、安心して子育てができる 

【 家庭の力 】 

 
子どもが健やかに育つためには、愛情と安心して過ごせる家庭環境がとても大切です。

家庭の孤立感や不安感、負担感を軽減し、子どもの成長を喜び、子育てを通して心豊かな

人生を送ることができるような支援を推進します。 

子育て家庭が安心して子育てができ、必要な支援を受けながら子育てに楽しみや喜びを

実感できる街「まつど」を目指します。 

 

 

<Ⅲ>地域の特色と活力を生かし、子どもと家庭を支える 

【 地域の力 】 

 
   子育て家庭が地域で安心して子育てしながら暮らすことができるように、地域づくり、

住環境づくり、災害や防犯対策を推進します。 

地域の一人ひとりが子育て支援の重要性に関心と理解を深め、子育てに関わる多くの

人々が、子どもを通じて地域とつながる街「まつど」を目指します。 

 

 

 

～子ども力
ぢから

でつながる未来～ 
 

「子ども・家庭・地域がそれぞれに力を発揮しつながることで、全ての子どもの育ち

が支えられ、夢と希望にあふれた子どもが活躍できる街づくり」を行政、各関係団体、

地域とともに実現します。 
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第３節 施策の体系 

 

        　　　　‥‥重点的取組み

【　施　策　】 【　取組み　】

全ての子どもがともに育ちあう場を充実させる 子どもが育ちあう保育環境を整える

乳幼児の施設による地域支援の充実

幼保小が連携し、子どもの育ちを支える 幼稚園・保育所（園）・小学校の連携

認定こども園の推進

放課後に過ごせる場をつくる 放課後子ども総合プランの策定

子どもが自然や多様な文化に触れる機会をつくる 環境資源（自然・文化・歴史）を活かした取組みの拡充

子どもが自由に活動できる居場所をつくる 小中高生の居場所づくり

子どもが主体的に遊べる安全な場づくり

子どもの学びや体験の機会を増やす 多様な体験と交流機会の充実

学習支援、就労支援の充実

子どもが積極的に参画、活動できる機会をつくる 子どもの参画の機会の推進

社会とのつながりの場・機会の確保

子どもの不安や悩みを解消する 気軽に相談できる場の充実

社会適応の難しい青少年への支援の充実

子育てを楽しく感じられる機会を持つ 出産・子育てを想像できる機会の確保

親子の交流や情報提供の場の充実

父親の育児参加を促進する機会をつくる 父親参画の事業の充実

親が相談できる場所がある 相談体制の充実・連携

子どもの育ちについて学ぶ機会をつくる 子育ての悩みを共有できる機会の確保

親としての学びや子どもの育ちについての学習機会の提供

支援を必要とする家庭へのサポートを充実させる ひとり親家庭への支援の充実

障害のある子どもを持つ家庭への支援の充実

外国人の子育て家庭への支援の充実

子どもの虐待予防・対策の強化

生活基盤の安定のために経済的支援の充実

妊娠中から親と子の心身の健康づくりを推進する 安心できる医療体制の充実

妊娠・出産・子育てまでの切れ目のない支援体制の充実

保育・子育て支援を充実させる 待機児童の解消

多様な保育ニーズへの対応の充実

（放課後子ども総合プランの策定）

ワークライフバランスを推進する ワークライフバランスの啓発と就労支援の充実

子どもを犯罪や災害から守る 安全対策の強化

情報発信の充実

子育てしやすい住環境をつくる 安心して外出できる環境づくり

地域で子育てに関わるネットワークを充実させる 学校を中心とした家庭と地域の連携

子育て支援団体間の協働に向けた取組みの充実

子どもを支援する人材の育成

地域で子どもとふれあう機会を増やす 地域の世代間交流の充実

豊富な知識、経験を持つ地域の人が活躍する機会の充実

【　施策の方向　】【　基本目標　】

<Ⅲ>地域の特色と
活力を生かし、子
どもと家庭を支え
る
 
　【地域の力】

子育て家庭が暮
らしやすい街づ
くり

<Ⅰ>子どもの権利
が尊重され、心豊
かに育つことがで
きる

 【子どもの力】

子どもが心身と
もに健やかに成
長することがで
きる

<Ⅱ>家庭の子育て
力が向上し、安心
して子育てができ
る

  【家庭の力】

子育ての充実感
を持つことがで
きる

親の不安を軽減
する

子育てと仕事を
両立することが
できる

子どもからつな
がる地域づくり

子どもが自分を信
じる力をもてる
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